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国　税／�9月分源泉所得税の納付� 10月10日

国　税／�特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

� 10月15日

国　税／�8月決算法人の確定申告

� （法人税・消費税等）�10月31日

国　税／�2月決算法人の中間申告� 10月31日

国　税／�11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間申告

� （年3回の場合）�10月31日

地方税／�個人の道府県民税及び市町村民税の第３期分

の納付� 市町村の条例で定める日

労　務／�労働者死傷病報告（7月〜9月分）� 10月31日

労　務／�労災の年金受給者の定期報告

� （7月〜12月生まれ）�10月31日

労　務／�労働保険料第2期分の納付� 10月31日

� （労働保険事務組合委託の場合は11月14日）

　10月からたばこ税の税率等が見直されま
す。紙巻きたばこについては、国及び地方の
たばこ税の税率を４年かけて１本当たり３円
増額し、急速に市場が拡大している加熱式た
ばこについては、新たに課税区分を設けた上
で、製品特性を踏まえた課税方式に５年かけ
て見直されます。

ワンポイント たばこ税の見直し

10 月 の 税 務 と 労 務10月（神無月）OCTOBER

8日・体育の日
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10月号─2

　

Ｉ
さ
ん
は
、
化
粧
品
会
社
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
夫
と
結
婚
し
て
十
年
。

　

あ
る
日
、
突
然
、
夫
か
ら
「
叔
父

の
会
社
（
魚
市
場
の
仲
卸
業
者
へ
包

装
資
材
を
供
給
し
て
い
る
業
者
）
の

社
長
に
な
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
考
え

て
い
た
ん
だ
が
…
。
や
む
な
く
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
た
」
と
告
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

Ｉ
さ
ん
に
限
ら
ず
経
営
者
夫
人
は
、

一
般
の
主
婦
と
は
異
な
っ
た
立
場
に

あ
り
、
特
別
な
心
構
え
を
持
っ
て
い

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

経
営
者
夫
人
の
在
り
方

　

経
営
者
夫
人
の
在
り
方
を
具
体
的

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
一
に
、「
自
分
の
立
場
を
自
覚
し

て
行
動
す
る
」

　

経
営
者
夫
人
は
通
常
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
と
は
立
場
が
異
な
り
、
そ

の
責
任
は
重
く
、
行
動
の
自
由
は
束

縛
さ
れ
て
、
自
分
の
善
意
の
行
動
や

無
意
識
の
行
動
が
、
経
営
者
の
仕
事

や
人
物
評
価
に
影
響
す
る
こ
と
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、そ
れ
を
自
覚
す
る
の
は
、

夫
と
の
話
し
合
い
や
関
係
先
の
行
動

等
を
通
じ
て
、
会
社
の
中
で
の
経
営

者
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
い
る
の
か

を
知
る
か
ら
で
す
。

　

前
述
の
Ｉ
さ
ん
は
、
夫
に
頼
ま
れ

た
資
料
を
会
社
に
届
け
に
行
く
途
中
、

倉
庫
の
隅
で
社
員
同
士
の
「
あ
の
バ

カ
社
長
が
…
」
と
い
う
話
を
耳
に
し

た
と
き
、
頭
に
カ
ッ
と
血
が
上
っ
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
時
の
こ
と
を
十
数
年
た
っ
た

現
在
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
言
い

ま
す
。
そ
の
後
の
Ｉ
さ
ん
は
〝
経
営

者
で
あ
る
夫
が
い
か
に
孤
独
で
あ
る

か
〟
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
は
〝
シ
ッ

カ
リ
と
手
助
け
す
る
〟
と
決
心
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

第
二
に
、「
関
係
者
と
の
接
触
・
態

度
に
気
を
配
る
」

　

取
引
先
や
銀
行
、
社
員
、
地
域
団

体
な
ど
は
、
経
営
者
夫
人
の
態
度
に

よ
っ
て
会
社
を
評
価
す
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
父
子
、
兄
弟
が
会
社
の
中

で
働
い
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら

の
夫
人
（
姑
や
義
妹
等
）
と
の
関
係

を
良
く
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
夫
人
同
士
の
争
い
が
社

内
で
の
活
動
を
ギ
ク
シ
ャ
ク
さ
せ
る

こ
と
に
飛
び
火
す
る
可
能
性
も
あ
る

か
ら
で
す
。

第
三
に
、「
家
庭
生
活
に
気
を
配
る
」

　

家
庭
生
活
の
雑
事
に
夫
を
巻
き
込

ま
な
い
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
そ
れ

以
外
に
、
夫
の
健
康
へ
の
配
慮
が
大

切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
多
忙
な
経
営
者
が
求
め

て
い
る
の
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭

と
同
様
、
心
身
の
憩
の
場
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

経
営
者
夫
人
の
経
営
へ
の
参
画

　

で
は
、
経
営
者
夫
人
が
経
営
に
参

画
す
る
と
き
の
注
意
点
を
見
て
い
く

こ
と
に
し
ま
す
。

㈠　

参
画
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
面

に
つ
い
て

　

先
日
、
Ｔ
週
刊
誌
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
共
働
き
の
問
題
を
特
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
共
働
き
が
一
般

化
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

経
営
者
夫
人
が
夫
の
会
社
で
働
く

こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
大
き
く
違
う
の
は
、
経

営
者
夫
人
が
会
社
で
重
要
な
地
位
に

あ
る
た
め
、
経
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
と
、
そ
の
地
位
が
経
営

者
の
妻
と
い
う
立
場
で
得
て
い
る
、

と
い
う
点
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら
経
営
者
夫

人
は
会
社
経
営
に
大
き
な
プ
ラ
ス
面

と
マ
イ
ナ
ス
面
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。

　

ま
ず
、
プ
ラ
ス
面
か
ら
み
る
と
、

①
経
営
者
は
信
頼
で
き
る
協
力
者
と

し
て
心
強
い
し
、
重
要
な
職
務
を
担

当
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
経
営

者
と
社
員
と
の
間
の
潤
滑
油
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
、
③
経
営

者
に
不
慮
の
事
故
が
起
き
た
と
き
、

会
社
の
混
乱
を
小
さ
く
さ
せ
る
と
期

待
で
き
る
、
等
で
す
。

　

一
方
、
マ
イ
ナ
ス
面
で
は
、
①
会

社
に
同
族
色
が
強
ま
っ
た
り
、
権
限

の
濫
用
な
ど
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
、

②
経
営
者
と
の
協
力
関
係
が
円
滑
に

い
か
な
い
と
、
職
場
に
混
乱
が
生
じ

会
社
経
営
に
お
け
る
経
営
者
夫
人
の
か
か
わ
り
方
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る
、
③
会
社
の
仕
事
に
ウ
エ
イ
ト
が

か
か
っ
て
く
る
と
、
家
庭
生
活
が
イ

ビ
ツ
に
な
っ
て
き
た
り
、何
よ
り
も
、

経
営
者
夫
人
の
健
康
を
損
な
う
恐
れ

が
生
じ
る
、
等
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ

ナ
ス
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
に
と
れ

ば
良
い
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
と
は
そ
の
よ
う
に
簡

単
に
は
進
ま
ず
、
多
く
の
場
合
、
マ

イ
ナ
ス
面
を
軽
く
見
た
り
、
経
営
者

夫
人
が
自
分
の
都
合
を
優
先
さ
せ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
内
で

の
地
位
を
放
棄
し
よ
う
と
し
な
い
場

合
が
度
々
あ
り
ま
す
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
プ
ラ
ス
面
と

マ
イ
ナ
ス
面
を
見
定
め
る
の
は
経
営

者
の
責
任
、と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

㈡　

経
営
参
画
の
判
断
に
つ
い
て

　

経
営
者
夫
人
が
、
経
営
に
ど
の
程

度
、
ま
た
、
ど
う
い
う
形
で
か
か
わ

り
を
持
つ
か
は
、
次
の
三
点
か
ら
総

合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
経
営
者
の
夫
が
そ
れ

を
希
望
し
て
い
る
か
否
か
、
二
つ
目

は
、
経
営
者
夫
人
本
人
に
そ
の
希
望

が
あ
る
か
否
か
、
三
つ
目
は
、
会
社

の
経
営
お
よ
び
業
務
面
か
ら
見
て
、

夫
人
の
参
画
が
必
要
か
否
か
、で
す
。

　

前
述
の
Ｉ
さ
ん
の
例
。

　

Ｉ
さ
ん
は
、
二
年
間
、
夫
の
社
長

業
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

経
営
が
う
ま
く
い
か
ず
悩
ん
で
い

る
夫
に
、
経
営
講
習
会
の
参
加
を
勧

め
た
り
、
夫
の
グ
チ
を
粘
り
強
く
聞

き
励
ま
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

社
長
Ｉ
氏
は
講
習
会
に
出
席
し
た

翌
日
は
、
社
員
の
前
で
〝
会
社
組
織

と
は
〟
と
言
っ
た
内
容
の
話
を
し
、

社
員
に
陰
で
は
馬
鹿
に
さ
れ
た
り
、

古
く
か
ら
の
幹
部
社
員
か
ら
の
話
を

鵜
呑
み
に
し
て
は
失
敗
し
た
り
…
と
。

　

一
年
目
、
二
年
目
と
売
上
は
減
少

す
る
ば
か
り
…
。
特
に
経
営
に
打
撃

を
与
え
た
の
は
社
員
が
二
人
、三
人
、

五
人
と
辞
め
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。

　

Ｉ
氏
の
社
長
就
任
の
時
に
い
た
社

員
は
一
五
名
。
そ
れ
が
二
年
後
で
は

八
名
。

　

や
む
に
や
ま
れ
ず
夫
人
の
Ｉ
さ
ん

は
経
理
担
当
と
し
て
入
社
。
顧
問
の

会
計
事
務
所
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
何
と
か
処
理
し
て

い
く
半
年
間
だ
っ
た
と
Ｉ
さ
ん
は
述

懐
し
ま
す
。

　

Ｉ
さ
ん
は
更
に
、
会
計
事
務
所
に

人
手
不
足
の
こ
と
を
相
談
。
会
計
事

務
所
か
ら
知
り
合
い
の
人
材
派
遣
会

社
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
男
ば
か
り
の
荒
っ
ぽ
い
市

場
（
Ｉ
さ
ん
の
会
社
は
市
場
の
中
に

あ
る
）
に
来
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
と
、
20
代
の
若
い
女

性
が
、「
私
も
地
方
で
実
家
が
魚
屋

を
や
っ
て
い
ま
す
、
雇
っ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
？
」
と
来
社
。
こ
の
女
性

が
運
良
く
入
社
し
て
く
れ
た
お
陰
で
、

派
遣
会
社
か
ら
ま
た
若
い
男
性
が
二

名
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
や
こ
れ
や
で
現
在
、
Ｉ
さ
ん

を
含
め
社
員
は
一
三
名
。
業
績
は
順

調
で
す
。

㈢　

業
務
の
分
担
と
処
遇
に
つ
い
て

　

経
営
者
夫
人
と
い
え
ど
も
会
社
内

で
特
定
の
業
務
を
分
担
す
る
以
上
は
、

会
社
組
織
の
一
員
に
す
ぎ
ず
、
会
社

内
で
の
経
営
者
と
の
関
係
は
「
夫
と

妻
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
、
中

小
同
族
会
社
で
は
、
公
私
混
同
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、「
肩
書
き
」
に
つ
い
て
、

本
人
の
能
力
と
担
当
業
務
に
相
応
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

肩
書
き
の
「
安
売
り
」
が
本
人
の
負

担
に
な
る
の
な
ら
ま
だ
良
い
で
す
が
、

と
き
に
そ
れ
が
大
き
な
業
務
上
の
失

敗
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
「
勤
務
態
度
」
の
問
題
。

　

他
の
社
員
と
同
様
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

経
営
者
夫
人
が
会
社
の
仕
事
の
他

に
主
婦
業
も
兼
務
し
て
い
る
と
い
え
、

そ
れ
は
個
人
的
な
事
情
で
あ
り
、
社

員
で
い
る
以
上
、
持
ち
込
ん
で
は
な

り
ま
せ
ん
。
他
の
社
員
は
、
経
営
者

夫
人
と
い
う
立
場
を
み
て
、
大
目
に

見
て
く
れ
て
い
る
と
心
し
、
自
分
自

身
の
行
動
を
律
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
問
題
に
な
る
の
は
、
経
営

者
夫
人
の
「
給
与
」
で
す
。

　

経
営
者
夫
人
が
会
社
か
ら
給
与
を

受
け
る
こ
と
は
、
私
財
の
蓄
積
に
役

立
つ
と
考
え
ま
す
が
、
い
き
過
ぎ
た

高
給
を
受
け
取
れ
ば
社
員
の
勤
労
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

経
営
者
夫
人
と
い
え
ど
も
、
仕
事

に
応
じ
た
肩
書
き
と
、
肩
書
き
に
応

じ
た
給
与
を
考
え
る
こ
と
は
「
大
切

な
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

以
上
、
経
営
者
夫
人
の
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。
夫
人
の
素

質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
経
営
に
プ
ラ
ス
に

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
経
営
者
の
指

導
力
に
負
っ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き

で
し
ょ
う
。
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　これまで個人がe-Taxを利用するには、
マイナンバーカードを持っていたとしても、
e-Taxの開始届出書を提出する必要があり
ました。また、電子署名をするためにIC
カードリーダライタが必要となっていまし
た。
　平成31年1月以降は、現行方式に加え
て、①マイナンバーカード方式と②ID・
パスワード方式という新たな方式が設けら
れることとなります。
①　マイナンバーカード方式とは？
　　マイナンバーカードがあるときは、
e-Taxの開始届出書の提出が不要になり
ます。ただし、この場合は、電子署名を
する必要があるので、ICカードリーダ
ライタは必要です。

②　ID・パスワード方式とは？
　　マイナンバーカードがないときは、税
務署で職員と対面してe-Taxの開始届出

書を提出すると、e-TaxのID・パスワー
ドを受領することができます。このID・
パスワードを使えば、確定申告をする際
の電子署名が必要なくなり、ICカード
リーダライタが不要になります。
　さらに、スマートフォンやタブレットで
所得税の確定申告書の作成ができるように
なります。年末調整済みの会社員（給与所
得者）で、医療費控除やふるさと納税など
の寄附金控除を適用するときは、スマホ専
用画面で簡単に確定申告書を作成すること
ができます。
　また、マイナンバーカードやICカード
リーダライタがなくても、ID・パスワード
方式を利用して送信すれば、スマホだけで
確定申告を完了させることができるように
なります。この場合、申告書の控はPDF
形式でスマホなどに保存できます。
　これらの改正により、ますますe-Taxを
利用しやすくなります。

個人のe-Tax利用の簡便化

　法人がその役員や使用人に対して課され
た罰金、科料、過料、交通反則金を負担し
た場合で、その罰金等が法人の業務の遂行
に関連してされた行為等に対して課された
ものであるときは、法人の損金の額に算入
しないこととされています。そのため、法
人の決算において租税公課などで計上した
場合には、申告書の別表で加算する調整を
しなければなりません。
　なお、負担した罰金等が法人の業務の遂
行に関連しない行為等に対して課されたも
のであるときは、その役員や使用人に対す
る給与となり、源泉徴収の対象となります。
罰金等を課されたのが役員である場合は臨
時的な給与となるため、損金不算入となり
ます。
　また、個人事業主の場合も、罰金、科料、
過料、交通反則金は、必要経費になりませ
ん。

罰金や交通反則金などを� �
負担したとき　
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